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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド１】　愛知県婦人消防クラブ連絡協議会　会長の永坂です。　どうぞよろしくお願いします。 　次、お願いします。



伊勢湾

三河湾

生まれ：愛知県宝飯郡西浦町（現：蒲郡市西浦町）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド２】　私は、東三河地方の愛知県宝飯郡西浦町、今の蒲郡市西浦町というところで生まれ育ちました。これは愛知県の地図です。　西浦町というのは三河湾の中にあり知多半島と渥美半島をカニの手としたら、ちょうどカニの左目のあたりが西浦町です。　次、お願いします。



伊勢湾

三河湾

生まれ：愛知県宝飯郡西浦町（現：蒲郡市西浦町）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド３】　ちょうどこんな感じで、このカニの左目・赤い矢印のあたりが私が生まれ育った西浦町です。　そして、黄色い矢印のあたりが、現在、住んでいる碧南市です。 　先日、西浦へ行ってきました。海へ行くと私の好きだった砂浜は無くなって、大きな堤防が出来て、風景が変わっていました。　伊勢湾台風のことを知っている人の多くは、すでに亡くなっています。わずかに残っている人も、　おじいさん、おばあさんになっています。　このままでは、私たちが経験した伊勢湾台風は風化してしまうのではと思います。伊勢湾台風の経験をお話しする機会をいただけたことに感謝します。　今日は、伊勢湾台風の経験をお話しするとともに、経験して、今、思うことについてお話ししたいと思います。次、お願いします。



伊勢湾台風の経路

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド4】　最初に伊勢湾台風の概略について説明します。　伊勢湾台風は、日本の南東の海で発生し、このような経路で日本に向かってきました。　次、お願いします。　



伊勢湾台風の経路

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド5】　台風は、９月２６日土曜日、午後６時頃、最大風速３３．４ｍという超巨大台風となって、和歌山県市潮岬に上陸し、約6時間で本州を縦断して行きました。　次、お願いします。



伊勢湾台風の経路

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド6】その後、日本海に進み、日本海沿いを北上し、東北地方の北部をとおって太平洋側に出ました。　次、お願いします。



愛知県伊良湖 45.4ｍ
名古屋市 37.0ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド７】　最大風速は、愛知県の伊良湖で４５．４ｍ、名古屋市で３７．０mが観測され、この強い風の影響を受け木が倒れ、家屋が破壊される等の被害が発生しました。　次、お願いします。



死者・行方不明者 約 ５，０００人

不 詳 者 約 ３９，０００人

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド８】　また、台風の上陸が名古屋港の満潮時と重なったことで、３．５ｍという高潮を生み広い範囲で大きな被害が出ました。　全国被害は、東海地方を中心として　５，０００人の大切な命を奪い　不詳者も３９，０００人発生しました。　私は、この台風を学生の時に経験しましたので、その日のことをお話しします。　　次、お願いします。



イメージ映像

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド9】　当日のお昼ごろ、桜貝やきれいな貝が拾える砂浜を見てみたいと思って、近所の友達を誘って海に行きました。　荒波が足元まで来ていて、砂浜は見えませんでした。 　友達と一緒に遊んでいると、　次お願いします。



イメージ映像

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド10】　「危ないから帰れ！」といつもは優しい漁師のおじさんに叱られ、しぶしぶ帰宅しました。　今、思うと大波が来て連れられていたかと思うと「ゾっ」とします。叱ってくれた漁師のおじさんに感謝です。 　次お願いします。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド11】　帰宅して、夕方、近所のおばさん3～4人とその子供たち7～8人が私の家に集まってきました。　私の家には石垣があって、近所の家より少し高いところに母屋が建っていたことから私の家が近所の避難場所になったのだと思います。 　次お願いします。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド12】　暗くなって、風が強くなり雨戸がガタガタと揺れ、内側のガラス戸もガチャガチャと音が鳴りだしました。　おばさんが「ガラスが割れないように座布団でガラス戸を抑えて！」と言われたので、子供たちでガラス戸を抑えました。　戸の外ではピューッピューッと風の音がしていました。 　次お願いします。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド13】　しばらくすると、おばさん達がおにぎりを沢山用意してくれたので、それを食べて友達と一緒に寝ました。みんなでいると何だか安心でした。次お願いします。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド14】　朝起きるとおばさんや友達は、みんな家に帰っていました。　「おばあちゃん　あんなに沢山あった　おにぎり　は？」と聞くと「みんなにもって帰ってもらったよ。」との返事でした。　私の家には何も被害がありませんでしたが、　学校へ行くと昨日の友が先生に「壁が崩れた。」、「瓦が飛んだ。」、「トタンが飛んだ。」、「木が倒れた。」と言っていました。 　次、お願いします。



幡豆郡一色町

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド15】　この写真は、私が住んでいた西浦町の西側の一色町の被害写真です。　この地図の緑色の丸印のところが西浦町で、　一色町はこの地図の赤い丸のところです。　多くの家屋が倒壊しています。　次、お願いします。



蒲郡市三谷町付近

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド16】　これは、西浦町の東側の蒲郡市の被害写真です。　地図の赤い丸印のところが蒲郡市です。　ここでも、多くの家屋が倒壊しています。 　この2枚の写真から、私の町も多くの被害があったことと思います。　しばらくして、ニュースでこの台風により名古屋で大きな被害が出て、多くの方が亡くなったことを知りました。　名古屋の被害写真を紹介します。 　次お願いします。



名古屋市中区

風で吹き飛んだ広告塔

名古屋市の被害状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド17】　この写真は強風により広告塔が吹き飛んだ写真です。　この場所は、名古屋市中区のテレビ塔付近です。　　　　中区は、この名古屋市の地図の真ん中の赤色に塗ってある場所です。　名古屋の中心部では、強風による倒壊などの被害があったようです。 　次お願いします。



名古屋市港区 広範囲で浸水が発生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド18】　これは、名古屋市の港区の写真です。港区は、この名古屋市の地図の赤く塗ってある場所です。　被害が大きかったのは海に近い名古屋市の南部です。　このように浸水による被害が広範囲で発生しました。 　次、お願いします。



名古屋市南区 流木による被害

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド19】　これは南区の写真です。　南区は、この名古屋市の地図の赤く塗ってある場所で、港に近い名古屋市の南部にありますす。　南区での被害は、浸水ばかりでなく、貯木場からの大量の材木が流れ出て、それによる被害も多く発生しました。 　黄色の丸印には、屋根上で数人が避難している様子が見えます。　次、お願いします。



名古屋市南区 被災状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド20】　これも南区の写真で、被災した町の様子です。　多くの被災者が、屋根の上で救助を待っています。 　次、お願いします。



名古屋市南区
屋根の上で睡眠をとる被災者たち

水面

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド21】　この写真は、台風が去った後も水が引かないので、被災者が屋根の上で寝ている様子を写した写真です。　水位は、屋根の下あたりまであります。 　次、お願いします。



名古屋市南区役所 遺体収容状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド22】　この写真は、多くの遺体が南区役所に運び込まれている写真です。　伊勢湾台風での、死者・行方不明者の数は5,000人を超えました。 　このような大きな台風を経験し、命を守ることができた訳を３つ考えてみました。 次、お願いします。



１ 早めの避難

命を守れた訳は？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド23】　1つ目は「早めの避難」です。　近所の人たちを日頃から隣同士で助け合う風土があり、有事の際には、集まる場所をどこにするか、などが話し合われていました。昔は、今よりも近所同士に深いつながりがあったからこそ他人の家に気楽に避難できたのだと思います。　次、お願いします。



１ 早めの避難

２ 情報の共有化

命を守れた訳は？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド24】2つ目は「情報の共有化」です。　その頃は、家庭内の情報が近所で共有されていました。例えば「隣の家には、寝たきりのおばあさんがいて1階の奥で寝ている。」といったような情報が近所で共有されていて、何かあった時には、〇○さん家にはおばあさんがいるから避難させなければと隣、近所で助け合ったものです。　それには、日頃から隣同士、近所同士の付き合いが重要になると思います。 次、お願いします。



１ 早めの避難

２ 情報の共有化

３ 災害の備え

命を守れた訳は？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 【スライド25】 3つ目は「災害の備え」です。　伊勢湾台風の夜、みんなで食べた「おにぎり」は、すぐに食べれて携行可能な非常食です。当時はレトルト食品などがないため「おにぎり」が最も手軽で優れた非常食でした。きっと、台風が来る前から災害が長期化しても大丈夫なようにおばさんたちが前もって準備してくれていたものと思います。　このように災害が来る前の備えが重要と思います。それは、非常食の備蓄ばかりでなく地震のための家具の固定や避難路の確認など日頃からの備えが、災害が起きた時に被害を少なくすることにつながると思います。 次、お願いします。



災害は避けることはできないが
日頃からの準備で軽減はできる！

主婦ができる防災

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド26】 「災害は避けることはできないが、日頃からの準備で被害は軽減できる。」といった言葉をおばあさんから聞いたことがあります。まさにこのことが今、私たち家庭の主婦ができる防災であると思います。 次お願いします。



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【スライド27】以上で終わります。ご清聴ありがとうございました。
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